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池
松 

孝
子  

宮
島
に
は
古
く
か
ら
の
友
人
が
い
て
、
こ
れ
ま
で
も
何
度
か
訪
ね
た
こ
と
が
あ
る
。
今
回
は
数
年

ぶ
り
だ
っ
た
が
、
ご
多
分
に
も
れ
ず
外
国
人
観
光
客
の
増
加
は
想
像
以
上
だ
っ
た
。 

 

厳
島
潮
満
ち
た
ら
し
海
中

わ
だ
な
か

と
鳥
居
ひ
た
り
て
鹿
あ
が
る
見
ゆ 

 
 

北
原 

白
秋 

 

宮
島
は
太
古
よ
り
自
然
崇
拝
の
島
で
あ
っ
た
。
国
有
林
を
管
理
す
る
林
野
庁
、
国
立
公
園
を
管
理

す
る
環
境
省
は
「
宮
島
」
を
、
国
土
地
理
院
は
「
厳
島
」
を
用
い
る
。
さ
ら
に
町
制
施
行
時
に
は
「
厳

島
」
で
あ
っ
た
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
は
「
宮
島
」
へ
変
更
さ
れ
た
。
学
術
書
、
公
文
書
で
は

「
厳
島
」
が
、
観
光
振
興
に
係
わ
る
行
政
文
書
で
は
「
宮
島
」
が
使
わ
れ
る
。
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

な
ど
で
は
意
図
的
に
「
厳
島
」
を
使
う
。
後
者
の
方
が
荘
厳
さ
を
演
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
ら

し
い
。
町
制
で
は
広
島
県
廿
日
市
市
宮
島
町
の
島
だ
。 

 

大
同
元
年
（
８
０
６
）
弘
法
大
師
が
唐
か
ら
帰
国
、
京
へ
向
う
途
中
、
島
に
御
堂
を
建
て
修
行
し

た
。
こ
の
時
の
火
は
「
消
え
ず
の
火
」
と
し
て
今
な
お
燃
え
続
け
て
い
る
。
久
安
２
年
（
１
１
４
６
）

平
清
盛
は
安
芸
守
に
命
ぜ
ら
れ
た
。
厳
島
神
社
を
造
営
す
れ
ば
位
階
を
極
め
る
と
い
う
夢
枕
の
示
現

を
深
く
信
仰
し
、
法
華
経
の
写
本
（
平
家
納
経
）
、
甲
冑
、
京
の
美
術
工
芸
品
な
ど
を
奉
納
し
、
庇

護
し
た
こ
と
か
ら
都
の
文
化
が
宮
島
に
移
っ
た
。
以
後
、
後
白
河
上
皇
、
高
倉
上
皇
な
ど
も
参
拝
し

て
い
る
。 

 

信
仰
の
島
で
あ
る
宮
島
に
は
血
、
死
に
係
わ
る
独
特
の
風
習
が
残
っ
て
い
る
。
島
に
死
人
が
出
る

と
対
岸
に
運
び
、
遺
族
は
喪
が
明
け
る
ま
で
島
に
戻
れ
な
い
。
島
に
は
墓
を
築
い
て
は
な
ら
な
い
。

よ
っ
て
今
も
墓
地
は
存
在
し
な
い
。
ま
た
、
「
血
の
穢
れ
」
は
厳
し
く
、
産
気
づ
い
た
時
点
で
対
岸

に
渡
り
百
日
を
過
ご
し
て
島
に
戻
る
。
さ
ら
に
農
業
は
鉄
の
農
機
具
を
土
に
刺
す
こ
と
か
ら
島
で
の

耕
作
は
禁
じ
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
ま
で
続
い
た
。 

一
方
、
太
古
か
ら
島
に
生
息
し
た
鹿
は
、
奈
良
の
春
日
大
社
の
神
鹿
思
想
の
影
響
を
受
け
て
神
の

使
い
と
し
て
今
も
大
切
に
さ
れ
て
い
る
。
友
人
の
家
で
は
鹿
が
家
に
入
ら
な
い
よ
う
「
鹿
戸
」
を
立

て
た
り
、
犬
を
飼
わ
な
か
っ
た
り
と
神
聖
な
神
の
使
い
を
守
る
日
常
は
そ
の
ま
ま
だ
っ
た
。 


